
埋蔵文化財分布調査指導依頼書の提出と試掘調査の実施について 

 

１.埋蔵文化財保護の基本的な考え方 

沼津市内では、これまでに 420 カ所以上の埋蔵文化財（遺跡）が確認されています。遺跡は、日本の歴史や

文化を伝える「国民共有の財産」として大切に保存されるべきものです。しかし、土木工事などで破壊が避けられ

ない場合には、発掘調査を行い、図面や写真などに記録を残しています。 

沼津市では、これまでの調査結果や地形情報をもとに遺跡の位置を推定し、『静岡県埋蔵文化財包蔵地シス

テム』（注 1）に掲載しています。ただし、火山灰や山林に覆われた場所も多く、正確な範囲は把握できていませ

ん。また、未発見の遺跡が地中に眠っている可能性もあります。 

そのため、沼津市では、「沼津市開発許可指導技術基準」（注 2）の定める「開発行為」が行われる際には、

遺跡の有無を確認するための「分布調査」（試掘調査）を事前に実施するよう指導しています(「沼津市開発許

可指導技術基準」第 2 章第 8 節 5 文化財の保護)。 

また、上記の「開発行為」に該当しない小規模な工事であっても、遺跡内や隣接地に該当する場合は手続が

必要です。 

 

２．「埋蔵文化財分布調査指導依頼書」の提出と分布調査の実施について 

分布調査を行う場合、まず「埋蔵文化財分布調査指導依頼書」（第 1 号様式）を提出してください。記入例を

用意していますが、わからない点があれば沼津市産業振興部 文化政策課 文化財調査係までお問い合わせく

ださい。土地の所有者と依頼者が異なる場合には、「埋蔵文化財分布調査承諾書」（第 2 号様式）の提出も必

要です。 

分布調査では、市の文化財専門職員が立ち会い、機械又は人力で試掘を行います。試掘の場所は 400 ㎡あ

たり 1 カ所を目安としますが、現地の状況によって変更する場合があります。 

 

３．分布調査の結果について 

分布調査で埋蔵文化財がないと判断された場合、沼津市が「埋蔵文化財分布調査指導済証明書」を発行し

ます。この証明書は、開発行為の許可申請に必要ですので、申請時に添付してください。  

埋蔵文化財が見つかった場合は、保存又は発掘調査（本調査）が必要です。本調査の実施方法や費用、期

間については、沼津市と協議してください。 

 

（注 1） 

『静岡県埋蔵文化財システム』（http://www.pref.shizuoka.jp/?mc=05&mp=401&z=14）は、静岡県文化財課が静岡県内

の市町における埋蔵文化財包蔵地について取りまとめたものです。ただし、広域地図でのみ閲覧可能となっておりますので、詳細に

ついては当課までお問い合わせください。 

（注 2） 

「沼津市開発許可指導技術基準」の詳細については、沼津市開発指導課（TEL934-4761）までお問い合わせください。 
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